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香取・海匝圏域香取・海匝圏域香取・海匝圏域香取・海匝圏域    地域意見交換会地域意見交換会地域意見交換会地域意見交換会    inininin多古多古多古多古    

～法定雇用率達成企業支援員～法定雇用率達成企業支援員～法定雇用率達成企業支援員～法定雇用率達成企業支援員    報告会～報告会～報告会～報告会～    

 ナミねえの関西弁に元気と勇気をもらったという会場からの声がたくさんありました。会場までの移動時間１２時

間！講演会の朝に神戸を出発してとんぼ返りのナミねえ。「香取の皆様が元気をもらったって言ってくれてよかった

わぁ～（関西弁）」と言いながら帰られました。 

香取就業センターの紹介香取就業センターの紹介香取就業センターの紹介香取就業センターの紹介 

 今後の活動の中において、関わっていく皆様へ向けてのネットワーク構築を第一歩として、ス

タッフ一人ずつ自己紹介をさせていただきました。そして就業センターの今後の香取圏域を中心

にした障がいのある方の就業支援、生活支援の展望と具体的な活動について紹介させていただき

ました。今後ともよろしくお願い致します。<m(__)m> 

  

第一部基調講演第一部基調講演第一部基調講演第一部基調講演        「すべての人が誇りを持って生きられる社会」「すべての人が誇りを持って生きられる社会」「すべての人が誇りを持って生きられる社会」「すべての人が誇りを持って生きられる社会」    

  社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人    プロップステーションプロップステーションプロップステーションプロップステーション    理事長理事長理事長理事長    竹中ナミ 氏竹中ナミ 氏竹中ナミ 氏竹中ナミ 氏（愛称ナミねえ）（愛称ナミねえ）（愛称ナミねえ）（愛称ナミねえ）    

 ナミねえの人生の中に起こった最大のチャンス（きっかけ）をくれてのが、重症心身障害を持

つマキ（娘）だった。そこから必至で生き抜いてきたナミねえの障害者雇用に対しての経営者と

しての思い、そして母として思いを語ってくれました。 

 「人生いつ何時何があるかわからない、でも諦めたらあかん！それこそ人生もったいないわ！

だったら「こうなりたい・こうしたい」という道に進まな損やん！できる事をやる、やれない部

分は支え合う。これがプロップ（支える）ステーション！や。」と教えてくれました。     

障がいがあってもなくても同じ、働きたいのも同じ。その働き方をいろいろ考えていく事、その

システムを作るのが地域を作ると言う事だと、私達に改めて気づかせてくれた時間でした。                               

（ナミねえホームページ→http://www.prop.or.jp/namis_room/） 

第二部第二部第二部第二部        シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム        

                    「障害のある方が働き続ける為に」「障害のある方が働き続ける為に」「障害のある方が働き続ける為に」「障害のある方が働き続ける為に」 

 第2部のシンポジウムでは、来年度で3年目を迎える法定雇用率達成企業支援員事業について

の活動報告を含め地域で「障害がある方が働き続ける為に」というテーマでそれぞれのできる

事を話合いました。千葉県商工労働部産業人材課の町田氏からは「千葉県としての障害者雇用

の経過と今後の取り組みについて」をお話いただきました。ハローワーク銚子（所長 鈴木

氏）、ハローワーク佐原（統括職業指導官 蓑輪氏）からは障がい者雇用における地域の特性

についてのお話を頂きました。また実際に障がいのある方を雇用している企業の立場として第2

松丘園の村越園長よりお話を頂きました。参加者からも、千葉県の取り組みから障害者雇用に

携わる現場の声を聞けて有意義だったという声が多くあがりました。 

  

地域意見交換会の趣旨 
 香取就業センターの開所記念講演および法定雇用率達成企業支援員報告会を兼ねて、６月２０日に多古町役場にて、第１回香

取圏域における障害のある方の雇用と就業を考える地域意見交換会IN多古を開催させて頂きました。この地域意見交換会の趣旨

は障がいのある方の雇用・就業に関した意見交換をし就業センターとして、活動圏域での日々の業務に繋げていく事、また、地

域の皆様と顔の見えるネットワークをつくるという事にあります。 
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障がいのある方等の就業支援について ケース① 
 

特別支援学校と障害者就業・生活支援センターのつながり 

 香取就業センターをはじめ地域にある障害者就業・

生活支援センターは、就職希望者や就職をしている方

からの相談に応じ、ハローワーク等との連携のもと、

就業面と生活面の両方を支援を行い職場定着支援を

行っていきます。 

  

 今回は特別支援学校と就業センターのつながりをま

とめてみました。学校卒業後の継続した就労支援、職

場定着を図って行く為に、私達の就業・生活支援セン

ターがあります。特別支援学校高等部の就職希望の生

徒と保護者は在学中から就業センターと進路相談会や

実習報告会等で面談を行い関わりを持たせて頂きま

す。卒業し安定した職業生活を送るには、「就職する

前（在学中）」から、「就職する時」、「就職した後

（卒業後）」の継続した関わりが大切です。私達、就

業センターは、学校と連携し卒業後の地域移行支援を

行っていきます。また生活面でも余暇の過ごし方や体調の管理、家族や友人関係等の悩みが出てくる事も

あります。そんな時に地域に一つでも相談できる機関を作っておくと良いかもしれません。 

（お気軽にご相談ください。香取就業センター0479－74－8331） 

就職希望の障害をお持ちの方、就職へ再チャレンジを志す障害をお持ちの方などへ就業準備訓練の一環と

して職場実習を取り入れております。就業準備訓練者は事前に当センターへの訓練登録を行い訓練生とし

て、実習の心得・仕事への姿勢を確認し目的をもって取り組んでもらいます。今後、地域の中で「働く」地域の中で「働く」地域の中で「働く」地域の中で「働く」

ということを経験し、社会人として実践的に役立つ知識や技能の習得ができる貴重なチャンスの場をいたということを経験し、社会人として実践的に役立つ知識や技能の習得ができる貴重なチャンスの場をいたということを経験し、社会人として実践的に役立つ知識や技能の習得ができる貴重なチャンスの場をいたということを経験し、社会人として実践的に役立つ知識や技能の習得ができる貴重なチャンスの場をいた

だきたきたく、ご協力いただけますようお願い申し上げます。だきたきたく、ご協力いただけますようお願い申し上げます。だきたきたく、ご協力いただけますようお願い申し上げます。だきたきたく、ご協力いただけますようお願い申し上げます。   

       

≪職場実習を受け入れていただくにあたり≫ 

  ☆事前に専門指導員が訪問し実習内容や業務につてのご相談をさせていただきます。 

  ☆実習開始及び実習期間中は専門指導員が訪問し業務指導等を行います。 

  ☆実習期間は受入事業主様とご相談のうえ決めます。 

  ☆賃金は職場実習であるため発生いたしません。 

  ☆また災害や事故に関しての責任を負うことはございません。訓練生の所属施設での加入保険対応となります。 

≪これまでの実習受けれ先一部情報≫ 

  ・医療福祉関係での介護補助業務や施設管理業務 ・工場内での作業員（ライン業務、清掃業務等） ・農業 ・リネン業務 

  ・クリーニング業務 ・工場内製造補助業務 など      

１．卒業＝就職＝ゴール？

14

10才

20才

30才
40才

50才

★★★★
卒業（卒業（卒業（卒業（18才）才）才）才）

卒業後の生活

事業主の皆様へ・職場実習にご協力ください！ 
（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ    0479047904790479－－－－74747474－－－－8331833183318331））））    

千葉県障害者就業・生活支援 

センター ＰＰより引用 


